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横浜青年

　一人ひとりの命を守り育てる社会を作るた
めに、全国YMCAと協働して「Water Safety（水
上安全）」を神奈川県内で展開しています。
　子どもたちに配布するハンドブックや、地域
の皆さんを対象とした心肺蘇生法講習会の実
施を続けるため､基金への寄附を受け付けてい
ます｡Water Safety基金は以下に用いられます。
　➀ウォーターセーフティーハンドブック作

成・配布（参加者及
び近隣小学校・幼稚
園・保育園に無料配
布）　 ➁ポスター作
製・配布（神奈川県
全公立小学校）　➂学校教職員・保育士・一
般向け対象心肺蘇生講習会の実施　➃着衣泳
講習会　➄水上安全講習会（座学）
➅YouTubeでの動画配信
　詳細はhttps://bit.ly/3Hoj3OK
またはQRコードをご覧ください。

第29回AIDS文化フォーラム in 横浜
日　時  8 月 5 日（金）～ 7 日（日）午前10時～

午後 5 時30分（最終日午後 4 時終了）
会　場 かながわ県民センター・オンライン
 （Zoom＆YouTubeライブ配信）
テーマ 文化～くりかえされるもの うまれるもの～
参加費 無料
主　催 AIDS文化フォーラム in 横浜組織委員会
共　催 神奈川県
問合せ AIDS文化フォーラム in 横浜事務局

（横浜YMCA内）☎045(662)3721
詳細はhttps://bit.ly/3aV8whP
またはQRコードをご覧ください。

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
ゲストから世界各国の多様な文化の紹介や日
本との比較などを行います。
日　時 7 月15日（金）午前10時～正午
会　場 鎌倉YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ  “PERSIAN  FOOD, CULTURE, The 

experience of my recent visit to IRAN”
ゲスト Nahid Yoshinariさん
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467(24)7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 7 月14日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 湘南とつかYMCA 4 階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045(864)4768
 ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■ 海の安全教室 in 三浦YMCAグローバル・

エコ・ヴィレッジ
三浦海岸サーフライフセービングクラブの方
からライフセーバーのお仕事について学びます。
日　時 ➀ 7 月17日（日）午前10時～正午
　　 ➁ 7 月17日（日）午後 1 時～ 3 時
対　象 ➀年少～小学 2 年生と保護者
　 ➁小学 3 年生以上（保護者の参加も可）
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）
内　容  ライフセーバーのお仕事体験・救助

訓練の実演・ビーチフラッグス体
験・救命胴衣着用体験

＊天候により内容が変更になる場合があります。
参加費　2,200円（一人）
申込み 詳細はQRコードまたは
  https://bit.ly/3MMqlgxを

ご覧ください。
■ グローバルセミナー　｢平和」の講演会・

平和の折り鶴ワークショップ
日　時 7 月23日（土）午後 1 時～ 2 時30分
会　場  横浜中央YMCA 9 階チャペル・オン

ライン（Zoom）
参加費 無料
申込み https://bit.ly/39nkSyU

またはQRコードにてお申込みください。
主　催 横浜YMCA国際事業委員会

問合せ 国際・地域事業　☎045(662)3721
■夏休み作文教室　読書感想文を書こう
日　時 8 月 1 日（月）～ 3 日（水）
 午前 9 時～10時30分
対　象 小学生
 （その他の学年は相談ください）
会　場 川崎YMCA
参加費 会員3,400円、一般4,500円
申込み 川崎YMCA　☎044(932)2031

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 7 月13日（水）午前10時15分～11時15分
 30日（土）午後 2 時～ 3 時
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045(663)0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 7 月19日（火）午前10時30分～11時30分
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045(352)7110
■プレママDay
日　時 7 月 5 日（火）・ 8 月 2 日（火）
 午前10時30分～11時30分

会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象 第 1 子妊娠中の方
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045(780)3205

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校
日　時  7 月9 日（土）・23日（土）午後1 時～3 時
内　容 国際情報ビジネス科学校説明会
申込み ☎045(661)0080
詳細はhttps://bit.ly/3tAXhBP
またはQRコードをご覧ください。
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  7 月 2 日（土）・9 日（土）・23日（土）・

30日（土）午前 9 時30分/※午後 2 時～
内　容 オープンキャンパス
日　時  7 月16日（土）午前10時/※午後 2 時～
内　容 AO入試・説明会/※オープンキャンパス
申込み ☎046(223)1441
詳細はhttps://bit.ly/3OaLjr1 
またはQRコードをご覧ください。
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時 7 月 9 日(土)・23日(土)午後 2 時～
 7 月16日(土)・31日(日)午前10時～
内　容 学校・入試説明会
申込み ☎045(864)4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。

Water Safety基金
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︒

ＶISION2034 FOR SOCIAL RESPONSIBILITY 自然の生命と人間の生命が大切にされる、また協力し合い、支え合いながら、人と社会と地球との調和のとれた持続可能な社会を実現するために

安心して施設をご利用いた
だくため、日常的な消毒清
掃、扉や窓の開放等の感染
予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

【VISION2034 創立150周年に向けた将来計画】
　横浜YMCAでは、「横浜YMCA－私たちの
使命」に基づき、社会の課題解決のための
活動に取り組んでいます。横浜YMCAが
創 立150周 年 を 迎 え る2034年 に 向 け、
「VISION2034」を策定し2021年4月から取
り組みを展開しています。公正で平和な社
会を創るため担い手を育み、社会に貢献し、
互いを認め合い、高め合う「ポジティブネッ

ト」のある豊かな社会を創る
働きを推進します。詳細はQR
コードまたはURL https://bit.
ly/3NxQ250にてご覧ください。

　横浜市鶴見中央地域ケアプラザと横浜市
生 麦 地 域 ケアプラザ（指 定 管 理 者 横 浜
YMCA福祉会）では、「世界のあれこれ」「英語
で脳トレ!」を行い、多文化共生の地域づくり
を進めています。「世界のあれこれ」は、世界
地図を見ながら世界史や世界のホットな話
題に取り組み、「英語で脳トレ！」は、英単語
や英語の歌に合わせ身体を動かし脳トレに
励んでいます。地域
でなじみのある歌
や手遊びも行い、脳
トレと地域理解につ
なげています。

横浜YMCA14の保育園では、震災への備え
として、オンラインで1月に合同研修会を行い
ました。「3.11を学びに変える～目の前の命を
守るために」と題した基調講演では、佐藤敏
郎氏（大川伝承の会共同代表）が震災時の
石巻市立大川小学校の避難行動を振り返り、
｢平時の備えと決断プロセスを決めておくこ
とが必要」と語りました。その後、震災当時小
学2年生（宮城県石巻市）と高校2年生（福
島県浪江町）だっ
た二人が語り、各
園では 震 災 へ の
備えの再確認を進
めました。

　子どもたちの興味関心を引き出す食育活動
と自然との共生を子どもたちに伝えていこうと
小規模保育園 大和YMCA保育園では、ジャガイ
モを観察しながら育てました。一時は葉が黄色
くなり収穫をあきらめていたところ、小さいジャ
ガイモが出来ていることに気付きました。収穫し
て給食室に届け、昼食
にふかしいもとして小
さく切り、人数分に分け
て食しました。自然の生
命（いのち）を大切にし、
地球共生社会への取り
組みを進めています。

5月21日に、三浦YMCAグローバル・エコ・
ヴィレッジで行われた「大人の海遊びキャ
ンプ」では、グループに分かれ、ヨット、
SUP、カヤックにチャレンジしました。ヨッ
トはボランティアグループの三浦プライマ
リーの皆さんのレクチャーを受け、波や風を
受け進む楽しさを体感しました。SUPやカ
ヤックには、初め
てチャレンジする
方もすぐに慣れ、
海のスポーツを楽
しみ、自然を大切
にする気持ちを改
めて感じました。

国や地域の歴史と文化を学び
多文化共生の地域づくり

いのちを守る
自然災害への取り組み

ジャガイモを育て
自然を大切にする心育む

海のスポーツ楽しむ
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ

▲ 横浜YMCAでは子どもたちが自然に触れる体験からいのちや自然、人、地域、社会、
　 世界とのつながりの大切さを学んでいる（田んぼ活動・米づくり活動 YMCAとつか保育園）

▼デスクペン　今夏も多くの子どもたちやユースがYMCAの活動に参加します。安全で楽しく、新しい出会いとつながりが生まれ、それぞれのいのちが輝く体験を通して、豊かな成長が一人ひとりにありますように。（直）

5
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
会
員
総
会
に
お
い
て
﹁
奉
仕
の
書
﹂
を

い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
︒
総
会
で
の
授

与
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
︑
対
象
者
の
ひ
と

り
が
私
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
︑
そ
の
こ
と
を

飲
み
込
む
ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
︒
し

か
し
︑
本
当
に
思
い
も
か
け
な
い
名
誉
と
喜

び
を
心
に
留
め
て
い
ま
す
︒

　
受
賞
者
の
一
人
に
な
っ
た
こ
と
で
︑
ま
ず

私
の
心
に
浮
か
ん
だ
聖
句
が
あ
り
ま
す
︒﹁
わ

た
し
は
ふ
つ
つ
か
な
僕
︵
し
も
べ
︶
で
す
︒
な

す
べ
き
こ
と
を
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
︒﹂
と
い

う
︑
主
イ
エ
ス
の
た
と
え
に
出
て
く
る
︑
仕

事
を
な
し
終
え
た
忠
実
な
僕
の
言
葉
で
し

た
︒
私
は
︑
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
を

29
年
間
続
け
て
い
て
も
な
お
︑
な
す
べ
き
こ

と
さ
え
し
て
い
な
い
自
分
を
︑
こ
の
み
言
葉

に
重
ね
﹁
私
の
受
賞
は
﹁
奉
仕
の
書
﹂
を
汚

す
の
で
は
な
い
か
？
﹂
そ
の
よ
う
な
思
い
も
去

来
し
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
今
回
の
決
定
の
背

後
に
働
く
神
様
の
ご
慈
愛
と
︑
推
薦
し
て
く

だ
さ
っ
た
委
員
の
方
の
お
祈
り
を
覚
え
︑
素

直
に
感
謝
し
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
︒

　
加
え
て
︑
私
の
信
仰
生
活
の
原
風
景
に
︑

高
校
3
年
間
︑
Ｈ
ｉ

－

Ｙ
︵
ハ
イ
Ｙ
＝
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
︶
の
活
動
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
︒
高
校
2
年
の
夏
︑
昭
和
30
年
︑

東
山
荘
で
開

か
れ
た
全
国

大
会
に
出
席

し
ま
し
た
︒

当
時
︑
ク
リ

ス
チ
ャ
ン

ホ
ー
ム
で
も

な
い
私
は
︑

中
学
3
年
の

時
の
受
洗
に

後
悔
の
念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
︒
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
東
山
荘
で
は
同
じ
キ
ャ
ビ
ン
に
︑
Ｉ
Ｃ
Ｕ

︵
国
際
基
督
教
大
学
︶
初
代
学
長
に
就
任

さ
れ
て
間
も
な
い
湯
浅
八
郎
先
生
が
お
ら

れ
ま
し
た
︒
私
の
思
い
を
聞
い
て
言
わ
れ

ま
し
た
︒﹁
洗
礼
は
唯
一
回
の
神
様
の
贈

り
物
で
す
︑
一
生
の
も
の
で
す
︑
い
た
だ

き
も
の
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
ね
﹂
と
い

う
内
容
の
言
葉
で
し
た
︒
今
日
の
受
賞
に

つ
な
が
る
思
い
出
と
懐
か
し
い
言
葉
で
す
︒

　
会
員
総
会
の
開
会
礼
拝
で
読
ま
れ
た
聖

句
に
﹁
恵
み
の
業
を
も
た
ら
す
種
を
蒔
け
　

愛
の
実
り
を
刈
り
入
れ
よ
︑
新
し
い
土
地
を

耕
せ
︒﹂
と
あ
り
ま
す
︒
今
か
ら
65
年
前
︑
Ｈ

ｉ

－

Ｙ
に
よ
っ
て
種
を
蒔
か
れ
た
私
に
と
っ

て
︑
今
日
は
そ
の
愛
の
実
り
の
刈
り
入
れ
の

日
︑
そ
し
て
何
よ
り
も
︑
新
し
い
土
地
を
耕

す
祈
り
と
決
意
を
皆
さ
ま
と
分
か
ち
合
う

出
発
の
日
で
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
や
が
て

再
び
迎
え
る
刈
り
入
れ
の
日
の
︑
喜
び
の

証
人
の
ひ
と
り
と
し
て
︑
私
は
今
日
︑
こ

こ
に
招
か
れ
て
い
ま
す
︒
開
会
礼
拝
の
み

言
葉
か
ら
は
︑
そ
ん
な
思
い
も
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
︒そ
し
て
︑こ
れ
が﹁
奉
仕
の
書
﹂

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
︒
こ

の
日
の
喜
び
を
皆
さ
ま
と
共
に
分
か
ち
合

え
る
幸
せ
を
感
謝
い
た
し
ま
す
︒

150

65
年
前
の
Ｈ
ｉ

－

Ｙ
で
種
が
蒔
か
れ

喜
び
の
証
人
と
し
て
招
か
れ
感
謝

佐
藤
　
千
郎

横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員

日
本
基
督
教
団
隠
退
教
師︵
牧
師
︶

▲ 横須賀 YMCA40周年感謝礼拝・感謝会にてメッ
セージを語る（左から2人目演台にて 2022年3月）



横 浜 青 年 横 浜 青 年（ 3 ）第531号 2022年 7 月 1 日 2022年 7 月 1 日  第531号（ 2 ）

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監
事
︒竹

中
　
優
奈

➀
横
浜
市
立

特
別
支
援
学

校
教
諭
︒
➁

藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委
員
︒
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ

ー
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
事
業

委
員
︒
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
協
議

会
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
代
議
員
︒

︿
新
任
﹀

宮
川
　
周
子

➀
日
本
基

督
教
団
横

浜
本
牧
教

会
牧
師
︒
➁

維
持
会
員
︒

黄
　
　
崇
子

➀
株
式
会

社
神
奈
川

新
聞
社
シ

ニ
ア
ス
タ

ッ
フ
︒
➁
無
教
会
・
駒
込
キ
リ
ス

ト
聖
書
集
会
︒
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委
員
︒
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

盟
学
生
部
委
員
︒

水
田
　
秀
子

➀
学
校
法
人

横
浜
英
和
学

院
理
事
︒
➁

日
本
基
督
教

団
横
浜
大
岡
教
会
︒
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
国
際
事
業
委
員
︒
公
益
財
団
法

人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒
学
校
法

人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒

︿
再
任
﹀

岡
　
　
進

➀
日
本
基
督

教
団
大
船
教

会
︒
➁
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

員
事
業
委
員
︒

鬼
嶋
　
雄
三
　

➀
扶
桑
電
機

株
式
会
社
常

勤
監
査
役
︒

➁
横
浜
北
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
学
校
法
人
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
評
議
員
︒進

　
　
宏
一

➀
ア
ド
バ
ン

ス
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
有

限
会
社
︒
➁

日
本
基
督
教
団
三
崎
教
会
︒
横
須

賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
富
士
山

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
学
校
法
人

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
心
と
身
体
を
育

む
成
長
の
支
援
と
家
族
で
健
康
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
4
月
末
か
ら

﹁
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
行
っ
て

い
る
︒
今
年
で
20
回
目
と
な
る
今

回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
延
べ

1
千
人
以
上
が
参
加
し
た
︒

6
月
5
日
に
は
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
湘
南
と
つ
か
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
場
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

に
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
怒
ら
な
い
コ
ー
チ
ン
グ
︑
怒
ら

な
い
子
育
て
～
育
も
う
子
ど
も

の
考
え
る
力
︑
生
き
る
力
～
﹂
を

開
催
し
︑
3
0
1
人
の
参
加
が

あ
っ
た
︒

　
最
近
で
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
や
教
育
︑

子
育
て
の
場
面
に
お
け
る
勝
利
至

上
主
義
に
よ
る
指
導
や
し
つ
け
と

称
し
た
罵
声
や
体
罰
な
ど
が
行
き

過
ぎ
た
指
導
・
子
育
て
と
し
て
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑

怒
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
進
め

て
い
る
益
子
直
美
氏
︵
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
全
日
本
代
表
・
社
団
法
人

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
︶︑

池
上
正
氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
・Ｋ
・

Ｏ
市
原
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
︶︑

一
場
哲
宏
氏
︵
一
般
社
団
法
人
伊

勢
原
FC
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
理
事
︶

の
3
人
を
招
き
︑
瀬
戸
俊
孝
ス

タ
ッ
フ
︵
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

任
︶
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
も
と
︑
怒
ら
な
い

指
導
を
推
進
す
る
に

至
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

き
っ
か
け
や
体
験
な
ど

が
話
さ
れ
た
︒

　
益
子
氏
は
自
ら
が
開

催
す
る
﹁
怒
っ
て
は
い

け
な
い
大
会
﹂
で
︑
自

ら
が
関
わ
り
︑
子
ど
も

た
ち
に
ど
う
し
た
い
か

問
う
と
い
く
つ
も
の
意

見
が
出
さ
れ
︑
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
立
て
た
目

標
に
取
り
組
む
と
い
う

主
体
的
︑
積
極
的
な
姿

勢
に
変
わ
っ
た
と
い
う
︒

一
場
氏
は
︑
伊
勢
原
市
に
て
子
ど

も
た
ち
が
主
役
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

﹁
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ッ
プ
﹂
を
開
催

し
︑
大
会
の
運
営
と
試
合
を
子
ど

も
た
ち
が
行
う
こ
と
で
︑
自
ら
考

え
気
付
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
語
っ
た
︒
池
上
氏
は
︑

指
導
の
場
面
で
は
怒
ら
ず
に
納
得

す
る
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
大
事

で
︑
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
は
な

い
と
話
し
た
︒

　
海
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関

わ
っ
た
経
験
か
ら
日
本
と
海
外
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
︑
子

ど
も
に
関
わ
る
指
導
者
や
大
人
が

変
わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
︑
子

ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
や
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

を
事
例
と
と
も
に
確
認
で
き
︑
参

加
者
の
実
践
す
る
糧
と
な
っ
た
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
豊
か
な

心
を
育
み
︑
い
の
ち
を
輝
か
す
こ

と
を
願
い
︑
今
夏
も
自
然
の
中
で
仲

間
と
と
も
に
生
活
し
︑
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
成
長
に
つ
な
げ
る

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
︒

8
月
に
行
う
キ
ャ
ン
プ
で
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止

に
取
り
組
み
︑
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

体
験
学
習
を
用
い

な
が
ら
価
値
教
育
︑

安
全
教
育
︑
環
境

教
育
︑
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
取
り
入
れ

て
い
く
︒

　
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
・エ
コ・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ

れ
る
キ
ャ
ン
プ
は
︑

富
士
山
は
じ
め
て
︵
➀
ア
ウ
ト
ド
ア

➁
水
遊
び
︶︑
富
士
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
︑

富
士
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
る
︒

　
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ

コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
︑
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
や
シ
ー
サ
イ
ド
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
な
ど
海
で
の
生
き
物
観
察

や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
︒

　
大
自
然
の
中
で
︑
仲
間
と
と
も

に
協
力
し
︑
協
調
性
や
自
律
・
自

立
の
大
切
さ
を
学
び
︑
交
流
を
深

め
︑
体
験
を
通
し
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
︒

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
︒
一
部
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
場
合
も
あ
り
ま
す
︒

キャンプを通し成長する夏に
富 士 山・ 三 浦 の ２つ の ＹＭＣＡ で ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

地球を感じよう。
　思いきっきり遊ぼう！
地球を感じよう。
　思いきっきり遊ぼう！

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）

 ちきゅう  かん

 おも  あそ

2
0
2
2
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
︑
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
に
お
い
て
開
催
し
︑
書
面
決
議

と
し
て
行
っ
た
︒

5
月
28
日
午
後
2
時
か
ら
聖
光

学
院
ラ
ム
ネ
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し

て
行
い
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
っ
た
︒

会
員
総
会
で
は
︑
佐
竹
博
総
主
事

か
ら
2
0
2
1
年
度
事
業
及
び
会

計
報
告
︑
2
0
2
2
年
度
活
動
方

針
︵
案
︶
及
び
予
算

︵
案
︶︑
岡
戸
良
子

総
会
準
備
委
員
長
か

ら
常
議
員
の
選
出
の

経
緯
に
つ
い
て
の
説

明
︑
新
常
議
員
候
補

の
2
人
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
︒

6
月
13
日
の
総

会
準
備
委
員
会
に
お

い
て
書
面
決
議
は
が

き
の
点
検
と
集
計
を

行
い
︑
提
出
者
3
1

5
人
と
な
り
︑
総
会

選
と
な
っ
た
8
人
の
う
ち
︑
2
人

が
留
任
︑
4
人
が
再
任
︑
2
人
が

新
任
と
し
て
総
会
準
備
委
員
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
︒
会
員
総
会
に
お

い
て
岡
戸
良
子
会
員
総
会
準
備
委

員
長
か
ら
候
補
者
選
考
の
経
緯
が

報
告
さ
れ
︑
次
の
8
人
が
承
認
さ

れ
た
︒
氏
名
➀
職
業
➁
所
属
教
会

︵
ま
た
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
役
職
︶

の
順
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶　

︿
留
任
﹀　

荒
井
　
仁

➀
日
本
基
督

教
団
紅
葉
坂

教
会
牧
師
︒

➁
横
浜
中
央

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
長
︒
公
益
財

団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒
学

校
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒

2
0
2
2
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
で
は
︑
会
則
に
基
づ
い

て
常
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
︑
新

任
2
人
を
含
む
8
人
が
選
出
さ
れ

た
︒

　
常
議
員
は
6
月
現
在
30
人
で
︑

キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
や
教
育
界
を

は
じ
め
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
び
と
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
任
期
は
3

年
間
で
︑
2
期
を
超
え
て
連
続
し

て
候
補
者
に
な
れ
な
い
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
今
期
を
も

っ
て
高
橋
建
太
氏
︑
半
沢
真
一
氏

の
2
人
が
退
任
さ
れ
た
︒
今
年
改

新
任
含
む
8
人
の

常
議
員
を
選
出

構
成
員
過
半
数
以
上
を
満
た
し
︑

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
︑
6
月
16
日
の
常
議

員
会
に
て
承
認
さ
れ
た
︒

　
会
員
表
彰
で
は
︑
奉
仕
の
書
と
奉

仕
賞
の
表
彰
が
あ
り
︑奉
仕
の
書
は
︑

長
年
に
わ
た
り
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
は

じ
め
と
し
て
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議

員
︑
国
際
事
業
委
員
︑
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の
役
員
を
務
め

貢
献
さ
れ
た
岡
戸
良
子
氏
︑
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｔ

初
代
運
営
委
員
長
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ

か
保
育
園
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ
か
乳
児

▲▲上） 上） 44人のユースリーダーに奉仕賞が贈られた44人のユースリーダーに奉仕賞が贈られた
　下） 　下） 奉仕の書受賞のあいさつをする佐藤千郎氏（中央）、奉仕の書受賞のあいさつをする佐藤千郎氏（中央）、

受賞の高倉氏、岡戸氏（前列右から）受賞の高倉氏、岡戸氏（前列右から）

2
0
2
2
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
︵
対
面
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
︶
に
て
開
催

田
口
和
子
︵
敬
称
略
︒
6
月
5

日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い
た
新
規

登
録
の
方
で
す
︶

維

持

会

員

保
育
園
の
園
医
と
し
て
長
年
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
高
倉
茂
実

氏
︑
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
と

し
て
1
9
9
3
年
か
ら
29
年
間
︑
横

須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
地
域
の
教
会
︑
キ

リ
ス
ト
教
諸
団
体
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
︑
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
活
動
の

展
開
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
佐
藤
千

郎
氏
︵
4
面
ご
参
照
︶
に
贈
ら
れ
た
︒

奉
仕
賞
は
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ユ
ー
ス
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
働
き
が
顕
著
で
あ

り
︑
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
た
44
人
に
贈
ら
れ
た
︒
表
彰

は
︑
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
各
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
て
行
わ
れ
た
︒

　
最
後
に
工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
理
事
長
が
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
︒

FLASH NEWS

水分補給を見直そう

怒らないコーチング、怒らない子育て
 ～育もう 子どもの考える力、生きる力～

益子直美氏・池上正氏・一場哲宏氏によるパネルディスカッション

　コロナ禍も一段落の兆しが見え始め、湘南とつ
かYMCAも日を追うごとに持てる力を少しずつで
はありますが、青少年活動へと動き始めているよ
うです。
　来る2024年には、私たちの横浜とつかワイズメ
ンズクラブは湘南とつかYMCAとともに開設30周
年を迎えます。今まで周年記念行事は常に共同開
催の形をとり、地域の方も巻き込んだ地域密着型
のセレモニーを開催してきました。今後ともこの
方式を踏襲していきたいと考えています。
　もう一つ、湘南とつかYMCAのリーダー会の皆
さんと接する機会が、瀬戸俊孝担当主事の配慮に
より増えています。今後ともこの関係を緩やかに
発展させたいと考えています。
（横浜とつかワイズメンズクラブ会長　若木一美）

周年記念は原点に立ち還って
横浜とつかワイズメンズクラブ

私は、戦時中10代でした。何か大きな波に押され
るように揺れ動いていたと感じます。時系列に振り返
りたいと思います。

1941年、11歳・小学校5年。この年、文部省令に
より、（小学校の呼称につき）「小学校から国民学校
と改称」になり、横浜市立岡津国民学校に通学中で
した。同年12月8日・太平洋戦争（第2次世界大戦）
が勃発。自宅から学校まで片道2.5キロの砂利道をハ
ダシ（校則）で通学し、校門をくぐる頃は、シモヤケ
の足・指が血だらけになっていました。1942年、12歳・
県立湘南中学校（当時は、5年制の旧制中学校）入学。
学校に「配属将校」の肩書の軍人教師が何人か配
置され、「軍事教練」の科目では、御殿場の演習場
へ3回ほど泊まりがけの訓練に参加しました。訓練は
過酷極まりないものでした。日本に不意を突かれた
米国などの連合国軍は、マレーシア・シンガポール・
フィリピン・ビルマ（現ミャンマー）などで惨敗を喫し
ていました。1944年、14歳・中学３年。稲刈りや田
植などの「農村動員」が始まり、その動員先は、高
座郡御所見村や海老名村（当時）の農家に泊まり込
み（当初1泊2日程度が、いつの間にか1週間単位に）
で行われました。同年9月、軍需工場（横須賀海軍
工廠平塚工場）等へ、同学年生約150人は数カ所に
分けられ動員・配置され、30人ほどの仲間と平塚工
場に行きました。平塚駅から15分ほどの道のりを小
走り状態で通勤しました。

　　　（横浜とつかワイズメンズクラブ　加藤利榮）
※Vol.12から執筆者は加藤利榮氏になります。

体験を平和につなぐ vol.12
戦時中の思い

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
2
0
3
4
の
第
1

期
中
期
3
カ
年
計
画
の
重
点
項
目

の
一
つ
に
﹁
自
然
災
害
に
対
す
る
取

り
組
み
﹂が
あ
る
︒
そ
の
内
容
に
は
︑

防
災
・
予
防
・
訓
練
な
ど
の
対
処
と

と
も
に
災
害
時
の
支
援
活
動
な
ど
も

含
ま
れ
る
︒

2
0
0
4
年
10
月
︑
私
は
中
越
地

震
直
後
の
小
千
谷
市
に
い
た
︒
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
無
い
地
域
で
あ
っ
た
が
︑
全

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
関
わ
る
支
援
活
動

と
な
っ
て
お
り
︑
私
は
全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
よ
り
派
遣
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
ア

レ
ン
ジ
や
現
地
で
の
受
け
入
れ
な
ど

を
担
っ
て
い
た
︒
各
地
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
到
着
す
る
と
︑
は
や
る
気
持
ち

で
活
動
に
飛
び
出
し
て
い
こ
う
と
す

る
︒
そ
の
よ
う
な
仲
間
た
ち
に
時

間
を
か
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
︑
伝
え
て
い
た
こ
と
は

私
自
身
の
経
験
に
基
づ
く

こ
と
だ
っ
た
︒

　
あ
る
家
庭
に
片
づ
け
に
伺
い
︑

処
分
す
る
も
の
と
︑
保
管
す
る
も

の
を
選
別
し
︑運
び
出
す
作
業
だ
っ

た
︒
作
業
が
予
定
通
り
終
わ
っ
た

と
き
依
頼
主
か
ら
︑
本
当
に
一
人

で
途
方
に
く
れ
て
い
た
が
︑
片
付

け
が
進
み
︑
こ
れ
で
気
持
ち
も
整

理
が
つ
き
︑
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と

思
え
た
︒
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
い

た
だ
き
︑
少
し
自
分
自
身
も
達
成

感
を
得
た
と
思
っ
た
︒
し
か
し
︑

そ
の
あ
と
に
続
い
た
言
葉
は｢

で
も

ね
︑
運
び

出
さ
れ
た
あ
の
山
も
大

切
な
も
の
だ
っ
た
の
よ｣

と
︒

ど
う
や
ら
私
は｢

残
す
・
捨
て
る｣

を
次
々
に
問
い
か
け
︑
そ
の
方
は

迷
っ
て
は
申
し
訳
な
い
と
思
い

｢

捨
て
る｣

と
い
う
決
断
を
し
た
も

の
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
︒｢

捨
て
る｣

と
聞
い
た
私
は
き
っ
と
そ
れ
を
そ

の
山
に
放
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
︒

｢

支
援
す
る｣

に
は
︑
ま
ず｢

○

○
さ
せ
て
い
た
だ
く｣

と
い
う
心

持
ち
が
大
切
だ
︒
相
手
の
心
の
う

ち
は
す
べ
て
理
解
で
き
な
い
け
れ

ど
も
︑
で
き
る
だ
け
思
い
を
馳
せ

る
の
が
︑Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
り
た
い
︒
隣
人
に
な
ろ
う

と
す
る
努
力
は
し
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
と
思
う
︒
い
つ
起
き
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
対
し
︑
人
間
性

の
向
上
︑
人
格
形
成
も
心
が
け
て

備
え
て
お
き
た
い
︒

備えておく備えておく

　子どもは大人よりも多くの水分
を必要とします。大人は体重の約
60％、乳幼児は約70％、新生児は
80％の水分が必要となります。
　また、子どもは大人よりも熱中
症になりやすいといわれています。
その理由は、大人に比べて汗をか
きにくく、特に乳幼児は体温調節
機能が未熟で、うまく汗をかくこ
とが出来ないため、体に熱がこも
りやすく、体温が上昇しやすくな
ります。さらに子どもは地面との
距離が近いため、体温が上昇しや
すくなります。
　熱中症予防には、こまめな水分

補給が大切です。のどが渇いたと
いう時点ではもう脱水が始まって
います。のどが渇く前の水分補給
を心がけましょう。果汁飲料や清
涼飲料などは、糖分が多いため少
しだけ飲むようにしましょう。
　子どもの水分補給には水や麦茶
がオススメです。麦茶にはミネラ
ル以外にも、夏バテ防止に効果が
あるカリウムも含まれ、体を冷ま
す効果もあり、暑い夏には最適で
す。暑さに負けず楽しい夏を過ご
しましょう。
（YMCA東かながわ保育園　
　　　栄養士　石井菜々子）

　
横
浜
市
と
連
携
し
て
取
り
組
む
﹁
オ
ー

ル
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
で
は
︑
避
難

し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
と
面
談

し
︑
今
の
生
活
や
今
後
の
希
望
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
︒
避
難
生
活

に
よ
り
緊
張
状
態
に
あ
り
︑
将
来
へ
の
不

安
を
抱
え

て
い
る
中

で
も
︑
日

本
で
の
安

定
し
た
生

活
を
希
望

し
て
い
る
︒

　
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
︑
社
会

福
祉
法
人

賛
育
会
か

ら
の
出
向

ス
タ
ッ
フ

と
︑
自
分

自
身
も
避
難
し
︑
現
在
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学

院
専
門
学
校
で
日
本
語
を
学
ぶ
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
の
ユ
ー
ス
と
協
力
し
︑
母
国
語
で
思

い
を
話
せ
る
環
境
を
作
り
︑
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
︒

横浜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と

の
希
望
聞
き
取
り
支
援

横浜YMCAでは6月20日の「世界難民の日」に
合わせ難民問題について考えようと、6月11

日にオンラインでグローバルセミナー「パレスチ
ナ難民を考える」(主催 国際事業委員会）を開催
し、48人が参加した。1988年からパレスチナで
取材活動を続けるジャーナリストの古居みずえさ
んから、現地の写真や映像を通して、74年にわ
たる占領と封鎖されたガザ地区で難民として暮ら
す人びとの実態について話があった。参加者から
は活発な質問もあり、長期化するパレスチナ難民
問題の現状について理解を深めるひと時となった。

６月4日、市民講座・横浜での関東大震災朝鮮
人虐殺フィールドワークと講演会(主催 関東

大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川
実行委員会)が横浜YMCAにて行われ、42人が参加
した。関東大震災時の目撃証言などから当時の状
況をまとめた資料や地図を用いたレクチャーが行わ
れ、その後のフィールドワークでは、横浜南部地
域・中村地区を歩き歴史的意味を考えた。

▲自然の中で仲間と水遊びを楽しむ

▲ 益子氏（中央）、池上氏（右）、一場氏（左）が自身の経験と怒ら
ないコーチングの大切さを熱く語った

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
ユ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
に
6
月
12
日
に
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に

お
い
て
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
が
互
い
の
思
い

を
共
有
し
情
報
交
換
し
て
い
こ
う
と
﹁
第

1
回
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

ズ
・
キ
ッ
ク
オ
フ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
﹂
を
開

催
し
た
︒

　
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
は
︑47
人
が
参
加
し
︑

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
︑み
う
ら
運
動
会
︑

リ
ー
ダ
ー
会
の
紹
介
︑
ユ
ー
ス
の
活
動
報

告
が
行
わ
れ
た
︒こ
の
企
画
・
運
営
を
行
っ

た
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
は
﹁
お
互
い
の
理

解
が
深
ま
り
︑
横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
て
今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
﹂
と
話

し
た
︒
今
後
も
引
き
続
き
︑
リ
ー
ダ
ー
が

共
に
交
流
し
学
ぶ
機
会
を
実
施
し
て
い

く
︒
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
に
関
心
の
あ
る
方

は
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
︒

横浜
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
47
人

三
浦
Ｙ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ



横 浜 青 年 横 浜 青 年（ 3 ）第531号 2022年 7 月 1 日 2022年 7 月 1 日  第531号（ 2 ）

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
監
事
︒竹

中
　
優
奈

➀
横
浜
市
立

特
別
支
援
学

校
教
諭
︒
➁

藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委
員
︒
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ

ー
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
事
業

委
員
︒
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
協
議

会
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
代
議
員
︒

︿
新
任
﹀

宮
川
　
周
子

➀
日
本
基

督
教
団
横

浜
本
牧
教

会
牧
師
︒
➁

維
持
会
員
︒

黄
　
　
崇
子

➀
株
式
会

社
神
奈
川

新
聞
社
シ

ニ
ア
ス
タ

ッ
フ
︒
➁
無
教
会
・
駒
込
キ
リ
ス

ト
聖
書
集
会
︒
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
運
営
委
員
︒
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

盟
学
生
部
委
員
︒

水
田
　
秀
子

➀
学
校
法
人

横
浜
英
和
学

院
理
事
︒
➁

日
本
基
督
教

団
横
浜
大
岡
教
会
︒
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
国
際
事
業
委
員
︒
公
益
財
団
法

人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒
学
校
法

人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒

︿
再
任
﹀

岡
　
　
進

➀
日
本
基
督

教
団
大
船
教

会
︒
➁
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会

員
事
業
委
員
︒

鬼
嶋
　
雄
三
　

➀
扶
桑
電
機

株
式
会
社
常

勤
監
査
役
︒

➁
横
浜
北
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
学
校
法
人
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
評
議
員
︒進

　
　
宏
一

➀
ア
ド
バ
ン

ス
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
有

限
会
社
︒
➁

日
本
基
督
教
団
三
崎
教
会
︒
横
須

賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
富
士
山

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
︒
学
校
法
人

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
心
と
身
体
を
育

む
成
長
の
支
援
と
家
族
で
健
康
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
4
月
末
か
ら

﹁
ヘ
ル
シ
ー
キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
行
っ
て

い
る
︒
今
年
で
20
回
目
と
な
る
今

回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
延
べ

1
千
人
以
上
が
参
加
し
た
︒

6
月
5
日
に
は
︑
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
湘
南
と
つ
か
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
場
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

に
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
怒
ら
な
い
コ
ー
チ
ン
グ
︑
怒
ら

な
い
子
育
て
～
育
も
う
子
ど
も

の
考
え
る
力
︑
生
き
る
力
～
﹂
を

開
催
し
︑
3
0
1
人
の
参
加
が

あ
っ
た
︒

　
最
近
で
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
や
教
育
︑

子
育
て
の
場
面
に
お
け
る
勝
利
至

上
主
義
に
よ
る
指
導
や
し
つ
け
と

称
し
た
罵
声
や
体
罰
な
ど
が
行
き

過
ぎ
た
指
導
・
子
育
て
と
し
て
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑

怒
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
進
め

て
い
る
益
子
直
美
氏
︵
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
全
日
本
代
表
・
社
団
法
人

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
︶︑

池
上
正
氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
・Ｋ
・

Ｏ
市
原
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
︶︑

一
場
哲
宏
氏
︵
一
般
社
団
法
人
伊

勢
原
FC
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
理
事
︶

の
3
人
を
招
き
︑
瀬
戸
俊
孝
ス

タ
ッ
フ
︵
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ウ
エ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

任
︶
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
も
と
︑
怒
ら
な
い

指
導
を
推
進
す
る
に

至
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

き
っ
か
け
や
体
験
な
ど

が
話
さ
れ
た
︒

　
益
子
氏
は
自
ら
が
開

催
す
る
﹁
怒
っ
て
は
い

け
な
い
大
会
﹂
で
︑
自

ら
が
関
わ
り
︑
子
ど
も

た
ち
に
ど
う
し
た
い
か

問
う
と
い
く
つ
も
の
意

見
が
出
さ
れ
︑
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
立
て
た
目

標
に
取
り
組
む
と
い
う

主
体
的
︑
積
極
的
な
姿

勢
に
変
わ
っ
た
と
い
う
︒

一
場
氏
は
︑
伊
勢
原
市
に
て
子
ど

も
た
ち
が
主
役
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

﹁
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ッ
プ
﹂
を
開
催

し
︑
大
会
の
運
営
と
試
合
を
子
ど

も
た
ち
が
行
う
こ
と
で
︑
自
ら
考

え
気
付
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
語
っ
た
︒
池
上
氏
は
︑

指
導
の
場
面
で
は
怒
ら
ず
に
納
得

す
る
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
大
事

で
︑
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
は
な

い
と
話
し
た
︒

　
海
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関

わ
っ
た
経
験
か
ら
日
本
と
海
外
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
︑
子

ど
も
に
関
わ
る
指
導
者
や
大
人
が

変
わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
︑
子

ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
や
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

を
事
例
と
と
も
に
確
認
で
き
︑
参

加
者
の
実
践
す
る
糧
と
な
っ
た
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
子
ど
も

た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
豊
か
な

心
を
育
み
︑
い
の
ち
を
輝
か
す
こ

と
を
願
い
︑
今
夏
も
自
然
の
中
で
仲

間
と
と
も
に
生
活
し
︑
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
成
長
に
つ
な
げ
る

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
︒

8
月
に
行
う
キ
ャ
ン
プ
で
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止

に
取
り
組
み
︑
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

体
験
学
習
を
用
い

な
が
ら
価
値
教
育
︑

安
全
教
育
︑
環
境

教
育
︑
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
取
り
入
れ

て
い
く
︒

　
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
・エ
コ・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ

れ
る
キ
ャ
ン
プ
は
︑

富
士
山
は
じ
め
て
︵
➀
ア
ウ
ト
ド
ア

➁
水
遊
び
︶︑
富
士
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
︑

富
士
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
る
︒

　
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ

コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
︑
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
や
シ
ー
サ
イ
ド
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
な
ど
海
で
の
生
き
物
観
察

や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
︒

　
大
自
然
の
中
で
︑
仲
間
と
と
も

に
協
力
し
︑
協
調
性
や
自
律
・
自

立
の
大
切
さ
を
学
び
︑
交
流
を
深

め
︑
体
験
を
通
し
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
︒

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
︒
一
部
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
場
合
も
あ
り
ま
す
︒

キャンプを通し成長する夏に
富 士 山・ 三 浦 の ２つ の ＹＭＣＡ で ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

地球を感じよう。
　思いきっきり遊ぼう！
地球を感じよう。
　思いきっきり遊ぼう！

　　（Respect　尊敬心）　　（Respect　尊敬心）

 ちきゅう  かん

 おも  あそ

2
0
2
2
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
︑
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
に
お
い
て
開
催
し
︑
書
面
決
議

と
し
て
行
っ
た
︒

5
月
28
日
午
後
2
時
か
ら
聖
光

学
院
ラ
ム
ネ
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し

て
行
い
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
っ
た
︒

会
員
総
会
で
は
︑
佐
竹
博
総
主
事

か
ら
2
0
2
1
年
度
事
業
及
び
会

計
報
告
︑
2
0
2
2
年
度
活
動
方

針
︵
案
︶
及
び
予
算

︵
案
︶︑
岡
戸
良
子

総
会
準
備
委
員
長
か

ら
常
議
員
の
選
出
の

経
緯
に
つ
い
て
の
説

明
︑
新
常
議
員
候
補

の
2
人
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
︒

6
月
13
日
の
総

会
準
備
委
員
会
に
お

い
て
書
面
決
議
は
が

き
の
点
検
と
集
計
を

行
い
︑
提
出
者
3
1

5
人
と
な
り
︑
総
会

選
と
な
っ
た
8
人
の
う
ち
︑
2
人

が
留
任
︑
4
人
が
再
任
︑
2
人
が

新
任
と
し
て
総
会
準
備
委
員
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
︒
会
員
総
会
に
お

い
て
岡
戸
良
子
会
員
総
会
準
備
委

員
長
か
ら
候
補
者
選
考
の
経
緯
が

報
告
さ
れ
︑
次
の
8
人
が
承
認
さ

れ
た
︒
氏
名
➀
職
業
➁
所
属
教
会

︵
ま
た
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
役
職
︶

の
順
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶　

︿
留
任
﹀　

荒
井
　
仁

➀
日
本
基
督

教
団
紅
葉
坂

教
会
牧
師
︒

➁
横
浜
中
央

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員
長
︒
公
益
財

団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒
学

校
法
人
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
︒

2
0
2
2
年
度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
総
会
で
は
︑
会
則
に
基
づ
い

て
常
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
︑
新

任
2
人
を
含
む
8
人
が
選
出
さ
れ

た
︒

　
常
議
員
は
6
月
現
在
30
人
で
︑

キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
や
教
育
界
を

は
じ
め
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
び
と
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
任
期
は
3

年
間
で
︑
2
期
を
超
え
て
連
続
し

て
候
補
者
に
な
れ
な
い
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
今
期
を
も

っ
て
高
橋
建
太
氏
︑
半
沢
真
一
氏

の
2
人
が
退
任
さ
れ
た
︒
今
年
改

新
任
含
む
8
人
の

常
議
員
を
選
出

構
成
員
過
半
数
以
上
を
満
た
し
︑

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
︑
6
月
16
日
の
常
議

員
会
に
て
承
認
さ
れ
た
︒

　
会
員
表
彰
で
は
︑
奉
仕
の
書
と
奉

仕
賞
の
表
彰
が
あ
り
︑奉
仕
の
書
は
︑

長
年
に
わ
た
り
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
は

じ
め
と
し
て
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議

員
︑
国
際
事
業
委
員
︑
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の
役
員
を
務
め

貢
献
さ
れ
た
岡
戸
良
子
氏
︑
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議
員
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
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FLASH NEWS

水分補給を見直そう

怒らないコーチング、怒らない子育て
 ～育もう 子どもの考える力、生きる力～

益子直美氏・池上正氏・一場哲宏氏によるパネルディスカッション

　コロナ禍も一段落の兆しが見え始め、湘南とつ
かYMCAも日を追うごとに持てる力を少しずつで
はありますが、青少年活動へと動き始めているよ
うです。
　来る2024年には、私たちの横浜とつかワイズメ
ンズクラブは湘南とつかYMCAとともに開設30周
年を迎えます。今まで周年記念行事は常に共同開
催の形をとり、地域の方も巻き込んだ地域密着型
のセレモニーを開催してきました。今後ともこの
方式を踏襲していきたいと考えています。
　もう一つ、湘南とつかYMCAのリーダー会の皆
さんと接する機会が、瀬戸俊孝担当主事の配慮に
より増えています。今後ともこの関係を緩やかに
発展させたいと考えています。
（横浜とつかワイズメンズクラブ会長　若木一美）

周年記念は原点に立ち還って
横浜とつかワイズメンズクラブ

私は、戦時中10代でした。何か大きな波に押され
るように揺れ動いていたと感じます。時系列に振り返
りたいと思います。

1941年、11歳・小学校5年。この年、文部省令に
より、（小学校の呼称につき）「小学校から国民学校
と改称」になり、横浜市立岡津国民学校に通学中で
した。同年12月8日・太平洋戦争（第2次世界大戦）
が勃発。自宅から学校まで片道2.5キロの砂利道をハ
ダシ（校則）で通学し、校門をくぐる頃は、シモヤケ
の足・指が血だらけになっていました。1942年、12歳・
県立湘南中学校（当時は、5年制の旧制中学校）入学。
学校に「配属将校」の肩書の軍人教師が何人か配
置され、「軍事教練」の科目では、御殿場の演習場
へ3回ほど泊まりがけの訓練に参加しました。訓練は
過酷極まりないものでした。日本に不意を突かれた
米国などの連合国軍は、マレーシア・シンガポール・
フィリピン・ビルマ（現ミャンマー）などで惨敗を喫し
ていました。1944年、14歳・中学３年。稲刈りや田
植などの「農村動員」が始まり、その動員先は、高
座郡御所見村や海老名村（当時）の農家に泊まり込
み（当初1泊2日程度が、いつの間にか1週間単位に）
で行われました。同年9月、軍需工場（横須賀海軍
工廠平塚工場）等へ、同学年生約150人は数カ所に
分けられ動員・配置され、30人ほどの仲間と平塚工
場に行きました。平塚駅から15分ほどの道のりを小
走り状態で通勤しました。

　　　（横浜とつかワイズメンズクラブ　加藤利榮）
※Vol.12から執筆者は加藤利榮氏になります。

体験を平和につなぐ vol.12
戦時中の思い

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博
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　子どもは大人よりも多くの水分
を必要とします。大人は体重の約
60％、乳幼児は約70％、新生児は
80％の水分が必要となります。
　また、子どもは大人よりも熱中
症になりやすいといわれています。
その理由は、大人に比べて汗をか
きにくく、特に乳幼児は体温調節
機能が未熟で、うまく汗をかくこ
とが出来ないため、体に熱がこも
りやすく、体温が上昇しやすくな
ります。さらに子どもは地面との
距離が近いため、体温が上昇しや
すくなります。
　熱中症予防には、こまめな水分

補給が大切です。のどが渇いたと
いう時点ではもう脱水が始まって
います。のどが渇く前の水分補給
を心がけましょう。果汁飲料や清
涼飲料などは、糖分が多いため少
しだけ飲むようにしましょう。
　子どもの水分補給には水や麦茶
がオススメです。麦茶にはミネラ
ル以外にも、夏バテ防止に効果が
あるカリウムも含まれ、体を冷ま
す効果もあり、暑い夏には最適で
す。暑さに負けず楽しい夏を過ご
しましょう。
（YMCA東かながわ保育園　
　　　栄養士　石井菜々子）
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横浜YMCAでは6月20日の「世界難民の日」に
合わせ難民問題について考えようと、6月11

日にオンラインでグローバルセミナー「パレスチ
ナ難民を考える」(主催 国際事業委員会）を開催
し、48人が参加した。1988年からパレスチナで
取材活動を続けるジャーナリストの古居みずえさ
んから、現地の写真や映像を通して、74年にわ
たる占領と封鎖されたガザ地区で難民として暮ら
す人びとの実態について話があった。参加者から
は活発な質問もあり、長期化するパレスチナ難民
問題の現状について理解を深めるひと時となった。

６月4日、市民講座・横浜での関東大震災朝鮮
人虐殺フィールドワークと講演会(主催 関東

大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川
実行委員会)が横浜YMCAにて行われ、42人が参加
した。関東大震災時の目撃証言などから当時の状
況をまとめた資料や地図を用いたレクチャーが行わ
れ、その後のフィールドワークでは、横浜南部地
域・中村地区を歩き歴史的意味を考えた。

▲自然の中で仲間と水遊びを楽しむ

▲ 益子氏（中央）、池上氏（右）、一場氏（左）が自身の経験と怒ら
ないコーチングの大切さを熱く語った
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横浜青年

　一人ひとりの命を守り育てる社会を作るた
めに、全国YMCAと協働して「Water Safety（水
上安全）」を神奈川県内で展開しています。
　子どもたちに配布するハンドブックや、地域
の皆さんを対象とした心肺蘇生法講習会の実
施を続けるため､基金への寄附を受け付けてい
ます｡Water Safety基金は以下に用いられます。
　➀ウォーターセーフティーハンドブック作

成・配布（参加者及
び近隣小学校・幼稚
園・保育園に無料配
布）　 ➁ポスター作
製・配布（神奈川県
全公立小学校）　➂学校教職員・保育士・一
般向け対象心肺蘇生講習会の実施　➃着衣泳
講習会　➄水上安全講習会（座学）
➅YouTubeでの動画配信
　詳細はhttps://bit.ly/3Hoj3OK
またはQRコードをご覧ください。

第29回AIDS文化フォーラム in 横浜
日　時  8 月 5 日（金）～ 7 日（日）午前10時～

午後 5 時30分（最終日午後 4 時終了）
会　場 かながわ県民センター・オンライン
 （Zoom＆YouTubeライブ配信）
テーマ 文化～くりかえされるもの うまれるもの～
参加費 無料
主　催 AIDS文化フォーラム in 横浜組織委員会
共　催 神奈川県
問合せ AIDS文化フォーラム in 横浜事務局

（横浜YMCA内）☎045(662)3721
詳細はhttps://bit.ly/3aV8whP
またはQRコードをご覧ください。

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
ゲストから世界各国の多様な文化の紹介や日
本との比較などを行います。
日　時 7 月15日（金）午前10時～正午
会　場 鎌倉YMCA・オンライン（Zoom）
テーマ  “PERSIAN  FOOD, CULTURE, The 

experience of my recent visit to IRAN”
ゲスト Nahid Yoshinariさん
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467(24)7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 7 月14日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 湘南とつかYMCA 4 階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045(864)4768
 ymsports@yokohamaymca.org

イベント
■ 海の安全教室 in 三浦YMCAグローバル・

エコ・ヴィレッジ
三浦海岸サーフライフセービングクラブの方
からライフセーバーのお仕事について学びます。
日　時 ➀ 7 月17日（日）午前10時～正午
　　 ➁ 7 月17日（日）午後 1 時～ 3 時
対　象 ➀年少～小学 2 年生と保護者
　 ➁小学 3 年生以上（保護者の参加も可）
会　場  三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ（現地集合解散）
内　容  ライフセーバーのお仕事体験・救助

訓練の実演・ビーチフラッグス体
験・救命胴衣着用体験

＊天候により内容が変更になる場合があります。
参加費　2,200円（一人）
申込み 詳細はQRコードまたは
  https://bit.ly/3MMqlgxを

ご覧ください。
■ グローバルセミナー　｢平和」の講演会・

平和の折り鶴ワークショップ
日　時 7 月23日（土）午後 1 時～ 2 時30分
会　場  横浜中央YMCA 9 階チャペル・オン

ライン（Zoom）
参加費 無料
申込み https://bit.ly/39nkSyU

またはQRコードにてお申込みください。
主　催 横浜YMCA国際事業委員会

問合せ 国際・地域事業　☎045(662)3721
■夏休み作文教室　読書感想文を書こう
日　時 8 月 1 日（月）～ 3 日（水）
 午前 9 時～10時30分
対　象 小学生
 （その他の学年は相談ください）
会　場 川崎YMCA
参加費 会員3,400円、一般4,500円
申込み 川崎YMCA　☎044(932)2031

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 7 月13日（水）午前10時15分～11時15分
 30日（土）午後 2 時～ 3 時
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045(663)0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 7 月19日（火）午前10時30分～11時30分
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045(352)7110
■プレママDay
日　時 7 月 5 日（火）・ 8 月 2 日（火）
 午前10時30分～11時30分

会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象 第 1 子妊娠中の方
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045(780)3205

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校
日　時  7 月9 日（土）・23日（土）午後1 時～3 時
内　容 国際情報ビジネス科学校説明会
申込み ☎045(661)0080
詳細はhttps://bit.ly/3tAXhBP
またはQRコードをご覧ください。
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  7 月 2 日（土）・9 日（土）・23日（土）・

30日（土）午前 9 時30分/※午後 2 時～
内　容 オープンキャンパス
日　時  7 月16日（土）午前10時/※午後 2 時～
内　容 AO入試・説明会/※オープンキャンパス
申込み ☎046(223)1441
詳細はhttps://bit.ly/3OaLjr1 
またはQRコードをご覧ください。
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時 7 月 9 日(土)・23日(土)午後 2 時～
 7 月16日(土)・31日(日)午前10時～
内　容 学校・入試説明会
申込み ☎045(864)4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。

Water Safety基金
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ＶISION2034 FOR SOCIAL RESPONSIBILITY 自然の生命と人間の生命が大切にされる、また協力し合い、支え合いながら、人と社会と地球との調和のとれた持続可能な社会を実現するために

安心して施設をご利用いた
だくため、日常的な消毒清
掃、扉や窓の開放等の感染
予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

【VISION2034 創立150周年に向けた将来計画】
　横浜YMCAでは、「横浜YMCA－私たちの
使命」に基づき、社会の課題解決のための
活動に取り組んでいます。横浜YMCAが
創 立150周 年 を 迎 え る2034年 に 向 け、
「VISION2034」を策定し2021年4月から取
り組みを展開しています。公正で平和な社
会を創るため担い手を育み、社会に貢献し、
互いを認め合い、高め合う「ポジティブネッ

ト」のある豊かな社会を創る
働きを推進します。詳細はQR
コードまたはURL https://bit.
ly/3NxQ250にてご覧ください。

　横浜市鶴見中央地域ケアプラザと横浜市
生 麦 地 域 ケアプラザ（指 定 管 理 者 横 浜
YMCA福祉会）では、「世界のあれこれ」「英語
で脳トレ!」を行い、多文化共生の地域づくり
を進めています。「世界のあれこれ」は、世界
地図を見ながら世界史や世界のホットな話
題に取り組み、「英語で脳トレ！」は、英単語
や英語の歌に合わせ身体を動かし脳トレに
励んでいます。地域
でなじみのある歌
や手遊びも行い、脳
トレと地域理解につ
なげています。

横浜YMCA14の保育園では、震災への備え
として、オンラインで1月に合同研修会を行い
ました。「3.11を学びに変える～目の前の命を
守るために」と題した基調講演では、佐藤敏
郎氏（大川伝承の会共同代表）が震災時の
石巻市立大川小学校の避難行動を振り返り、
｢平時の備えと決断プロセスを決めておくこ
とが必要」と語りました。その後、震災当時小
学2年生（宮城県石巻市）と高校2年生（福
島県浪江町）だっ
た二人が語り、各
園では 震 災 へ の
備えの再確認を進
めました。

　子どもたちの興味関心を引き出す食育活動
と自然との共生を子どもたちに伝えていこうと
小規模保育園 大和YMCA保育園では、ジャガイ
モを観察しながら育てました。一時は葉が黄色
くなり収穫をあきらめていたところ、小さいジャ
ガイモが出来ていることに気付きました。収穫し
て給食室に届け、昼食
にふかしいもとして小
さく切り、人数分に分け
て食しました。自然の生
命（いのち）を大切にし、
地球共生社会への取り
組みを進めています。

5月21日に、三浦YMCAグローバル・エコ・
ヴィレッジで行われた「大人の海遊びキャ
ンプ」では、グループに分かれ、ヨット、
SUP、カヤックにチャレンジしました。ヨッ
トはボランティアグループの三浦プライマ
リーの皆さんのレクチャーを受け、波や風を
受け進む楽しさを体感しました。SUPやカ
ヤックには、初め
てチャレンジする
方もすぐに慣れ、
海のスポーツを楽
しみ、自然を大切
にする気持ちを改
めて感じました。

国や地域の歴史と文化を学び
多文化共生の地域づくり

いのちを守る
自然災害への取り組み

ジャガイモを育て
自然を大切にする心育む

海のスポーツ楽しむ
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ

▲ 横浜YMCAでは子どもたちが自然に触れる体験からいのちや自然、人、地域、社会、
　 世界とのつながりの大切さを学んでいる（田んぼ活動・米づくり活動 YMCAとつか保育園）

▼デスクペン　今夏も多くの子どもたちやユースがYMCAの活動に参加します。安全で楽しく、新しい出会いとつながりが生まれ、それぞれのいのちが輝く体験を通して、豊かな成長が一人ひとりにありますように。（直）
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▲ 横須賀 YMCA40周年感謝礼拝・感謝会にてメッ
セージを語る（左から2人目演台にて 2022年3月）


